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【様式１】記入例（裏面） 

 

 

 

 

 

 

（前面続き） 
⑦提出資料 
申請区分に従

い、提出資料に漏
れがないか、チェ
ックしてくださ
い。 
 
⑧確認事項 
認証手続の完了

後、認証アーキビ
ストの名簿（氏名・
認証番号・認証年
度・所属名・現住所
（都道府県名））を
公表します。所属
名及び現住所（都
道府県名）の公表
は任意となりま
す。同意いただけ
る方はチェックし
てください。 
 
⑨申請者署名 
 年月日、氏名を
記載してくださ
い。自署がない場
合は受理できませ
ん。 
 
⑩経歴一覧［最終学
歴］ 
一行目に最終学

歴をお書き下さ
い。 

⑪経歴一覧［職歴］ 

アーカイブズに関係する職歴を中心にご記入ください。 

⑫経歴一覧［研修受講歴、その他］ 
研修受講歴（平成 22年度以前の研修を含む。）や資格取得歴等について参考までにご
記入下さい。 

 

 

8.2 修士課程修得科目一覧【様式２】 

申請者が大学院修士課程に設けられたアーカイブズに係る科目を修得し、職務基準

書に示される知識・技能等を修得したことを確認するためにご提出いただきます。 

※審査規則第３条第１号申請の場合、様式２又は３のいずれかが必要となります。

同第２号申請の場合は不要です。 

⑩ 

⑪ 

⑫ 
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【様式２】記入例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①実施機関 
科目が開設され

ている大学院名を
ご記入ください。 
 
②科目名 
科目名を正確に

お書き下さい。 
 
③単位数 
修得単位数をご

記入ください。 
 
④講師名 
複数にわたる場

合は、代表的な講
師１名をご記入く
ださい。 
 
⑤概要 
大学が発行する

資料（シラバス等）
の写し等、別の書
類で替えることが
可能です。その場
合、概要欄に「別添
参照」とし、添付書
類名を付記してく
ださい。 

 

 

◎【様式２】に係る添付書類 

・ 単位修得証明書の写し等、科目修得を証明する書類を添付してください。 

 

◎【様式２】に係るその他の注意点 

・ 諸外国における大学院修士課程の科目修得状況を記載する場合は、実施機関名・科

目名・講師名は日本語と原語を併記してください。また、⑤概要の説明用資料とし

て外国語の資料を添付する場合は、その日本語訳を添付してください。 

① ② ③ ④ 

なお、学習院大
学大学院人文科
学研究科アーカ
イブズ学専攻に
おける「アーカ
イブズ学理論研
究Ⅰ」、「アーカ
イブズ・マネジ
メント論研究
Ⅰ」、「アーカイ
ブズ・マネジメ
ント論演習Ⅰ」、
「同Ⅱ」、「アー
カイブズ学演
習」については、
概要（回数・時間
数・内容等）の記
載は不要です。 

⑤ 
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8.3 研修受講履歴一覧【様式３】 

 申請者が関係機関の研修を修了し、職務基準書に示される知識・技能等を修得したこ

とを確認するためにご提出いただきます。 

※審査規則第３条第１号申請の場合、様式２又は３のいずれかが必要となります。

同第２号申請の場合は不要です。 

 

【様式３】記入例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①研修名称 
研修ごとに記載

してください（主
催者が同じであっ
ても研修ごとに書
き分けること）。 
 
②主催者 
正式名称が長く

なる場合は、法人
の種類等は省略し
ても構いません。 
 
③期間 
実際の開催期間

をご記入くださ
い。 

 
④規模 
参加者数（定員

数）や受講料等に
ついてご記入くだ
さい。 

 
⑤内容／時間数 
カリキュラムの

概要について、科
目名や時間数を記
載してください。
なお、内容が分か
るものを添付する
ことも可能です。 

 
⑥修了証（写）等の
添付 
研修修了証の写

し等、研修修了を
証明する書類を添
付し、チェックし
て下さい。 

 

 

①

⑤ ②

③

④ 

国立公文書館が主催するアー
カイブズ研修Ⅰ・Ⅲについて
は、研修名称・主催者・開催年
度のみ記載し、他の項目は省略
していただいて結構です。 

⑥ 




